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○こうとう文化財まっぷ刊行
★岸本忠雄氏名誉都民顕彰
◎芭蕉記念館新展示
筆跡にみる近現代文人の姿

◆江東歴史紀行
入り鉄炮に出女
‐通関制度と中川番所‐

◇強調月間文化財講演会講演録
「民俗」はどこにあるのか
‐「民俗」発見と「民俗文化財」の創出‐

□囲炉裏ばた⑤特別公開報告
▼『江東ふるさと歴史研究　六』
刊行
▼写真展
「区民が写したふるさと江東」

※全ページカラーです。�

ついに刊行！　好評発売中！！�

馴染みの『下町文化探訪』が、この度新しく生まれ変わりました。下段にインタビュ
ー形式で内容をご紹介します。�お�

わ
け
て
、
史
跡
や
文
化
財
の
写
真
と
解
説

を
入
れ
ま
し
た
。」

専
Ｂ
「
企
画
モ
ノ
も
入
れ
た
し
ね
。」

専
Ｃ
「
芭
蕉
ゆ
か
り
の
史
跡
、
川
と
橋
の
い

ま
む
か
し
、
歌
舞
伎
と
関
連
文
化
財
、
錦

絵
に
み
る
こ
う
と
う
、
富
岡
八
幡
宮
・
亀

戸
天
神
社
文
化
財
探
検
マ
ッ
プ
だ
ね
。」

イ
「
江
東
区
は
区
外
の
方
か
ら
の
お
問
い
合

せ
も
多
い
と
聞
い
て
ま
す
が
？
」

専
Ａ
「
で
す
の
で
初
め
て
訪
れ
る
方
に
も
わ

か
り
や
す
い
よ
う
心
懸
け
ま
し
た
。」

イ
「
最
近
、
役
所
や
観
光
協
会
さ
ん
で
も
こ

う
し
た
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
？
」

専
Ａ
「
江
東
区
観
光
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
や
下

町
ぶ
ら
り
Ｍ
Ａ
Ｐ
な
ど
出
て
い
ま
す
ね
。」

専
Ｂ
「
う
ち
の
は
文
化
財
中
心
で
す
か
ら
。」

専
Ｃ
「
ラ
イ
バ
ル
は
『
る
る
ぶ
江
東
』
だ
〜
」

イ
「
お
値
段
は
？
」

専
Ｃ
「
お
値
段
据
え
置
き
５
０
０
円
で
す
！
」

専
Ｂ
「↓

の
場
所
で
売
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
か
ね
て
、
歩
い
た
方

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

イ
「
そ
、
そ
う
で
す
ね
。
今
は
寒
い
の
で
春

に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
…
」

（
イ：

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
、
専：

専
門
員
）

イ
「
こ
の
度
刊
行
さ
れ
た
『
ゆ
こ
う
あ
る
こ

う
こ
う
と
う
文
化
財
ま
っ
ぷ
』
は
、
い
ま

ま
で
頒
布
し
て
い
た
『
下
町
文
化
探
訪
』

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
伺
い
ま
し
た
が
？
」

専
Ａ
「
え
え
、
そ
う
で
す
よ
。『
下
町
文
化
探

訪
』
は
平
成
８
年
の
初
版
以
来
、
４
版
ま

で
増
刷
し
ま
し
た
が
、
史
跡
説
明
板
も
増

え
ま
し
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
新
た
な
情
報
を

盛
り
込
ん
だ
も
の
を
創
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。」

イ
「『
下
町
文
化
探
訪
』
と
の
違
い
は
？
」

専
Ａ
「
な
ん
と
い
っ
て
も
、
浮
世
絵
や
写
真

を
ふ
ん
だ
ん
に
入
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
写

真
の
総
点
数
は
約
３
０
０
点
で
、
う
ち
約

１
３
０
点
が
浮
世
絵
や
地
図
・
古
写
真
な

の
で
、
資
料
集
と
し
て
も
使
え
ま
す
よ
。」

イ
「
構
成
は
？
」

専
Ａ
「
区
内
を
７
つ
の
エ
リ
ア
（
森
下
住
吉
、

清
澄
白
河
、
門
前
仲
町
、
木
場
東
陽
、
亀

戸
、
大
島
砂
町
北
部
、
砂
町
中
南
部
）
に

生涯学習課�

広報広聴課�

江東区文化センター�

東大島文化センター�

豊洲文化センター�

砂町文化センター�

森下文化センター�

古石場文化センター�

亀戸文化センター�

総合区民センター�

深川江戸資料館�

芭蕉記念館�

中川船番所資料館�

区役所6階�

区役所4階�

東陽4-11-3�

大島8-33-9�

豊洲2-2-18�

北砂5-1-7�

森下3-12-17�

古石場2-13-2�

亀戸2-19-1�

大島4-5-1�

白河1-3-28�

常盤1-6-3�

大島9-1-15

頒布場所� 住所�



区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
木
彫
刻

の
技
術
保
持
者
で
あ
る
岸
本
忠
雄
さ
ん
が
、
平

成
１７
年
度
の
名
誉
都
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま

し
た
。

岸
本
さ
ん
は
、
大
正
１４
年
（
１
９
２
５
）
に

深
川
で
生
ま
れ
ま
し
た
。祖
父
の
庄
吉
さ
ん
は
、

「
明
治
の
名
人
」
後
藤
功
祐
氏
に
師
事
、
明
治
２６

年
（
１
８
９
３
）
に
後
藤
派
を
継
ぎ
後
藤
祐
正

と
名
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
を
父
、
太
吉
さ
ん

（
号
・
後
藤
祐
則
）
が
継
ぎ
、
忠
雄
さ
ん
は
、
昭

和
１３
年
、
明
治
小
学
校
を
卒
業
と
同
時
に
父
に

つ
い
て
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
昭
和
２１
年
に

太
吉
さ
ん
が
亡
く
な
る
と
、
後
藤
祐
浩
を
名
乗

り
祖
父
・
父
・
忠
雄
さ
ん
と
３
代
に
わ
た
っ

て
「
深
川
の
後
藤
」
と
し
て
後
藤
派
の
技
術
を

受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。「
木
と
語
り
木
を
生

か
す
」
と
い
う
気
持
ち
で
今
日
ま
で
彫
り
続
け

て
き
た
そ
う
で
す
。

後
藤
派
は
、
関
東
の
彫
り
方
で
す
が
、
功
祐

氏
は
、
伝
統
的
な
寺
社
建
築
の
彫
刻
や
置
物
の

彫
刻
な
ど
を
、
洋
風
家
具
な
ど
に
応
用
し
た
人

で
、
こ
の
技
術
的
な
流
れ
は
現
在
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
忠
雄
さ
ん
も
寺
社
彫
刻
の
ほ

か
、
国
会
議
事
堂
や
旧
最
高
裁
判
所
の
調
度
品

な
ど
の
洋
風
彫
刻
も
手
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

南
画
や
書
道
な
ど
も
習
得
し
、
こ
れ
ら
は
、
彫

刻
の
下
図
の
構
想
を
描
く
と
き
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
区
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、

修
学
旅
行
で
各
地
か
ら
訪
れ
る
生
徒
た
ち
に

木
彫
刻
の
技
術
を
教
え
、
ま
た
は
自
主
グ
ル
ー

プ
の
指
導
な
ど
、
後
進
の
育
成
と
技
術
の
普
及

に
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

作
品
は
区
内
で
は
、
霊
巌
寺
や
冬
木
弁
天
堂

の
ほ
か
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
、
深
川
江
戸
資

料
館
、
新
木
場
駅
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

略
　
歴

昭
和
１３
年
　
父
祐
則
氏
に
師
事

昭
和
２５
年
　
同
業
の
研
究
団
体
、
東
京
美
術
木
彫
彫
友
会
の
設
立
に
参
画

昭
和
３０
年
　
東
京
美
術
木
彫
彫
友
会
会
長
に
就
任

昭
和
３４
年
　
日
本
木
彫
刻
連
盟
発
足
事
業
部
理
事

昭
和
５７
年
　
江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る

昭
和
５８
年
　
日
本
木
彫
連
盟
理
事
長
に
就
任

昭
和
５８
年
　
東
京
都
優
秀
技
能
章
・
労
働
省
卓
越
技
能
章
を
受
章

昭
和
６０
年
　
黄
綬
褒
章
を
受
章

平
成
元
年
　
東
京
都
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る

平
成
元
年
　
江
東
区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
木
彫
技
術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る

平
成
７
年
　
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章

平
成
９
年
　
東
京
都
技
能
継
承
推
進
者
に
認
定
（
認
定
番
号
１２
号
）
さ
れ
る

平
成
１７
年
　
名
誉
都
民
に
顕
彰
さ
れ
る
。
江
東
区
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
章
を
受
章

2

区内で見られる作品

②�

③�

①�

④�⑤�①
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
「
観
音（
欣
求
浄
土
）」�

②
同
「
江
東
の
春
」「
た
か
ば
し
の
富
士
」�

　
　
「
小
名
木
川
五
本
松
」�

③
新
木
場
駅�

④
深
川
江
戸
資
料
館
「
江
戸
飾
り
獅
子
」�

⑤
同
「
四
氣（
五
言
絶
句
）」�

名誉都民顕彰式（10月3日）
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武
人
に
対
す
る
文
人
と
い
う
言
葉
は
、
文

雅
な
こ
と
に
従
事
す
る
人
（
主
に
作
家
・
詩

人
・
画
家
等
）
を
指
し
ま
す
が
、
現
代
で
は
、

こ
れ
を
文
化
人
と
置
き
換
え
て
も
差
し
支
え

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
紅
葉
や
漱
石
等

明
治
期
の
文
人
達
は
小
説
の
他
に
漢
詩
・
短

歌
・
俳
句
等
の
ジ
ャ
ン
ル
に
自
由
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
・
平
成
に
お
い
て
も
単

に
文
人
と
括
ら
れ
る
人
達
の
ほ
か
に
音
楽

家
・
写
真
家
・
役
者
・
落
語
家
・
芸
能
人
・

実
業
家
・
政
治
家
等
多
く
の
人
達
が
俳
句
に

親
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
余
技
と

し
て
俳
句
を
楽
し
む
人
達
も
あ
れ
ば
、
俳
句

を
重
要
な
自
己
表
現
の
一
つ
と
し
て
い
る
人

達
も
い
ま
す
。
ま
た
句
会
を
他
の
ジ
ャ
ン
ル

の
人
達
と
の
交
流
の
場
と
し
て
大
切
に
し
て

い
る
人
達
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
達
の
俳

句
は
、
発
想
が
自
在
で
飛
躍
も
あ
り
肩
肘
張

ら
ず
に
そ
の
折
々
の
喜
怒
哀
楽
や
心
の
揺
れ

を
素
直
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
と

は
ま
た
違
っ
た
普
段
の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ

て
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
文
人
の
枠
を
広
げ
て

舞
台
・
歌
舞
伎
俳
優
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

８
代
目
坂
東
三
津
五
郎
は
夫
妻
で
高
浜
虚
子

の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
門
下
で
し
た
。
初
代
中

村
吉
右
衛
門
も
ま
た
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
同

人
で
「
あ
り
の
ま
ま
を
叙
し
た
風
で
奥
に
深

い
味
が
潜
む
」
と
虚
子
に
評
さ
れ
、
句
集
も

出
し
て
い
ま
す
。
但
し
今
回
の
吉
右
衛
門
の

遺
墨
は
自
作
で
は
な
く
明
智
光
秀
が
決
起
の

際
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
時
は
今
天
か
下
知
る

皐
月
か
な
」
の
句
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
２

代
目
市
川
猿
之
助
も
１０
代
か
ら
俳
句
に
親
し

み
句
日
記
も
つ
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
元
々

歌
舞
伎
俳
優
は
江
戸
時
代
か
ら
俳
名
と
い
う

も
の
を
持
っ
て
い
て
、
例
え
ば
歌
右
衛
門
や

仁
左
衛
門
と
い
う
の
は
訓
読
み
の
芸
名
で
す

が
、
音
読
み
の
松
緑
や
梅
幸
は
元
は
俳
名
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
長
男
に
芸
名
を
継
が
せ
、

次
男
や
弟
子
に
俳
名
を
継
が
せ
る
と
い
う
こ

と
が
、
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
一
説
に

は
舞
台
俳
優
が
俳
句
を
や
る
の
は
舞
台
で
台

詞
を
忘
れ
た
と
き
に
と
っ
さ
に
言
葉
が
出
る
よ

う
に
鍛
え
る
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

役
者
ら
し
い
艶
の
あ
る
句
が
魅
力
的
で
す
。

「
文
は
人
な
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
が
。
文
字
も
ま
た
人
柄
が
表
れ
る
と

言
い
ま
す
。
綺
麗
な
文
字
、
豪
胆
な
文
字
、

細
や
か
な
文
字
、
俳
句
や
短
歌
と
共
に
そ
の

筆
跡
も
併
せ
て
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
文
人
た

ち
の
新
た
な
側
面
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
石
渡
宏
子
）

芭
蕉
記
念
館
新
展
示�

平
成
１8
年
４
月
23
日（
日
）ま
で�

　
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
（
常
盤
１
ー
６
ー
３
）
で
は
、
尾
崎
紅
葉
・
夏
目
漱
石
・
芥

川
龍
之
介
・
菊
池
寛
・
室
生
犀
星
等
作
家
や
川
端
龍
子
・
福
田
豊
四
郎
・
棟
方
志
功

等
画
家
、
小
山
内
薫
・
岡
本
綺
堂
・
岸
田
国
士
等
劇
作
家
に
、
歌
舞
伎
の
市
川
猿
之

助
（
２
代
）・
市
川
団
十
郎
（
１１
代
）
・
中
村
吉
右
衛
門
（
初
代
）、新
派
の
喜
多
村
緑

郎
・
花
柳
章
太
郎
、
狂
言
の
野
村
万
蔵
（
６
代
）、喜
劇
の
曾
我
廼
家
五
郎
等
俳
優
も

加
え
た
近
現
代
文
人
の
遺
墨
71
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。�

芭
蕉
記
念
館
�

開
館
時
間
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）�

展
示
室
休
室
�

月
曜
日（
祝
日
は
除
く
）�

入

館

料
�

大
人
1
0
0
円
・
小
中
学
生
５０
円
�

交
　
　
　
通
�

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
・
大
江
戸
線
�

森
下
駅
下
車
　
徒
歩
７
分
�

問

合

せ
�

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
�

江
東
区
常
盤
１
―
６
―
３
�

1
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８
�

（
右
）
結
綿
に
鹿
の
子
絞
り
の
椿
か
な

喜
多
村
緑
郎

（
左
）
枝
豆
を
人
ま
ち
朝
も
た
ぶ
る
哉

尾
崎
紅
葉

（
右
）
時
ハ
今
天
か
下
知
る
皐
月
か
な

中
村
吉
右
衛
門
（
初
代
）

（
左
）
ふ
と
暮
れ
て
比
叡
や
湖
や
秋
浅
し

市
川
猿
之
助
（
２
代
）

翳
の
中
占
め
て
奢
る
や
沈
丁
花

棟
方
志
功
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江
戸
時
代
、
幕
府
は
峠
や
渡
し
場
に
関

所
・
番
所
を
設
け
、
街
道
を
出
入
り
す
る

人
・
も
の
を
検
査
し
て
い
ま
し
た
。
小
名
木

川
と
中
川
の
合
流
点
（
中
川
口
）
に
あ
っ
た

中
川
番
所
も
そ
の
一
つ
で
す
。

関
所
・
番
所
で
は
、「
入
り
鉄
炮
に
出
女
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
鉄
炮
と
女
性
の
通
行
を

厳
し
く
監
視
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
１６
年
度
特

別
企
画
展
で
は
、
こ
の
「
入
り
鉄
炮
に
出
女
」

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
（
な
お
、
鉄
砲
は
江
戸
時
代
の
表
記

に
従
い
、「
鉄
炮
」
で
統
一
し
ま
す
）。

関
所
の
配
置

延
享
２
年
（
１
７
４
５
）
に
幕
府
が
作
成

し
た
「
諸
国
御
関
所
覚
書
」
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
の
関
所
は
全
国
に
５３
か
所
あ
り
ま
し
た

（
実
際
に
は
「
関
所
」
と
「
番
所
」
の
２
種
類

の
施
設
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
「
関
所
」

に
統
一
し
ま
す
）。
こ
れ
は
幕
府
が
設
置
し
た

も
の
に
限
ら
れ
、
各
地
の
藩
が
領
内
に
設
置
し

た
関
所
は
、
幕
府
の
関
所
と
区
別
し
て
「
口
留

番
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

関
所
は
主
に
峠
と
渡
し
場
に
設
け
ら
れ
、

人
・
も
の
が
必
ず
関
所
を
通
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
特

に
利
根
川
の
渡
し
場
に
は
関
所
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
利
根
川
は
江
戸
を
守
る
た
め
の
重

要
な
地
点
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
関
所
を
設

け
て
、
人
・
も
の
の
監
視
を
行
っ
て
い
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
重
関
所
」
と
「
軽
関
所
」

江
戸
時
代
の
関
所
は
、
大
き

く
分
け
て
「
重
関
所
」
と
「
軽

関
所
」
の
２
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
表
１
）。

「
重
関
所
」
と
は
、
主
要
街

道
に
置
か
れ
、
幕
府
が
特
に
重

要
視
し
た
関
所
の
こ
と
で
、
箱

根
や
小
仏
、
房
川
渡
中
田
（
栗

橋
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。「
重
関
所
」
で
は
、
幕
府
が
発
行
し
た
証

文
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
女
性
や
武
器
を
持
っ

た
人
も
通
関
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
軽
関
所
」
は
、
主
要
街
道
の
脇
道
に
置

か
れ
、
関
所
の
近
く
に
住
む
人
以
外
の
通
行

は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
旅
人
が
「
重
関
所
」

を
避
け
て
「
軽
関
所
」
を
通
ろ
う
と
す
る
こ

と
は
関
所
抜
け
と
見
な
さ
れ
、
重
い
罪
と
さ

れ
た
の
で
す
。
中
川
番
所
も
こ
の
「
軽
関
所
」

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
関
所
が「
重
関
所
」

と
「
軽
関
所
」
に
分
け
ら
れ
て
い

た
の
は
、
幕
府
が
武
器
（
入
り
鉄

炮
）
や
女
性
（
出
女
）
を
重
点
的

に
把
握
す
る
た
め
、
旅
人
が
通
行

で
き
る
関
所
を
制
限
す
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鉄
炮
改
め

関
所
で
は
刀
や
槍
、
鎧
な
ど
の

武
器
全
般
が
検
査
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
が
、
鉄
炮
は
そ
の
中
で
も

特
に
重
要
視
さ
れ
、
厳
し
い
取
り

調
べ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幕
府
は
鉄
炮
の
生
産
を
独
占
し

て
、
そ
の
扱
い
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
炮

の
持
ち
込
み
が
許
さ
れ
る
の
は
武

士
だ
け
で
、
百
姓
や
町
人
が
鉄
炮

を
持
っ
て
関
所
を
通
行
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
般
的
に
、
鉄
炮
は
江
戸
へ
入
る
時
だ
け

証
文
が
必
要
と
さ
れ
、
江
戸
か
ら
出
る
鉄
炮

は
改
め
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
表
１
の
よ
う
に
、
関
所
に
よ
っ
て
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
持
参
し
た
鉄
炮
の
数
に
よ
っ
て
も

通
関
方
法
が
異
な
り
、
９
挺
以
下
の
場
合
は

手
形
を
直
接
関
所
へ
提
出
す
れ
ば
通
過
で
き

ま
し
た
が
、
１０
挺
以
上
の
場
合
は
、
一
旦
老

江
東
歴
史
紀
行�

関所名 区分
重
重
重
重
重
軽
軽
軽
軽
重
重
軽
軽
軽
軽
軽
軽
重

国名
武蔵
武蔵
武蔵
武蔵
武蔵
武蔵
武蔵
武蔵
武蔵
相模
相模
相模
相模
相模
相模
相模
相模
下総

鉄炮
○
○
○
○
○
×
×
×
△
□
○
×
×
×
×
×
×
○

出女
○
○
○
○
○
×
×
×
×
○
○
×
×
×
×
×
×
○

関所名 区分
重
重
重
重
重
重
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
重
軽
軽
軽

国名
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
上野
信濃
信濃
信濃
信濃

鉄炮
×
○
○
○
○
○
×
×
×
×
△
△
△
×
○
○
△
△

出女
×
○
○
○
○
○
×
×
×
○
×
×
×
×
○
○
○
○

関所名 区分
軽
軽
重
軽
重
軽
軽
軽
重
重
軽
軽
軽
重
軽
軽
軽

国名
信濃
信濃
信濃
越後
越後
越後
越後
越後
遠江
遠江
遠江
近江
近江
近江
甲斐
甲斐
甲斐

鉄炮
△
△
□
□
□
□
？
？
○
○
×
□
□
□
？
？
？

出女
○
○
×
○
○
○
×
×
○
○
×
○
○
○
○
○
○

房川渡中田
金町松戸
小岩市川
小仏
新郷川俣
上忍方村
上椚田村
檜原村
中川
箱根
根府川
河村
谷村
仙石原
矢倉沢
鼠坂
青野原
関宿

大戸
大笹
猿ヶ京
杢ヶ橋
五料
碓氷
南牧
西牧
白井
狩宿
大渡
真正
福島
戸倉
木曽福島
清内路村
小野川
波合

心川
帯川
熱川
市振
関川
鉢崎
山口
虫川
今切（新居）
気賀
金指
劔熊
山中
柳ヶ瀬
鶴瀬
万沢
本柄

（鉄砲）○…証文があれば通関可。 △…通関できるが、挺数に制限がある。 □…改めは行わない。
　　　×…通関できない。  ？  …鉄炮を通したことがなく、通関の規定がない。
（出女）○…証文があれば通関可。 ×…近隣に住む者以外の旅人は通行禁止。

表１「諸国御関所覚書」にみる鉄炮・女性の通関規定

江戸周辺の関所
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中
に
手
形
を
提
出
し
、
裏
印
を
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
の
通
関
と
関
所
抜
け

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
に
は
、
旅
を
す
る
女

性
の
姿
が
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
女
性

の
通
関
は
男
性
よ
り
も
厳
し
く
、
幕
府
の
高

官
で
あ
る
老
中
（
後
に
留
守
居
）
が
発
行
し

た
関
所
手
形
を
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
手
形
に
は
女
性
の
人
数
だ
け
で
な
く
、

年
齢
や
人
相
な
ど
、
細
か
い
特
徴
が
記
さ
れ
、

関
所
で
は
手
形
の
内
容
通
り
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
た
め
に
、
厳
し
い
検
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
関
所
を
避
け
て
遠
回
り

を
し
た
り
、
関
所
の
脇
道
を
通
っ
て
関
所
抜

け
を
実
行
す
る
女
性
も
多
く
い
ま
し
た
。

幕
末
の
志
士
清
川
八
郎
が
著
し
た
「
西
遊

草
」
に
は
、
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
に
出

羽
国
か
ら
母
を
連
れ
て
伊
勢
参
り
に
出
か
け

た
際
、
房
川
渡
中
田
（
栗
橋
）
関
所
を
関
所

抜
け
し
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。

「
栗
橋
は
公
義
（
儀
）
関
所
あ
り
て
女
人
を
と

ふ
さ
ず
、
故
に
壱
里
は
か
り
手
前
よ
り
少
し

く
右
に
入
り
て
、
筑
波
街
道
を
入
り
、
利
根

川
を
越
、
女
人
は
百
文
ツ
ヽ
也
」

街
道
の
渡
し
場
に
は
幕
府
が
設
け
た
定
船

場
が
あ
り
、
旅
人
は
定
船
場
以
外
の
場
所
で

川
を
渡
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
清
川
母
子
は
関
所
が
あ
る
栗
橋
の

定
船
場
を
避
け
、
一
里
ほ
ど
手
前
の
渡
し
場

で
高
額
な
渡
し
賃
を
払
っ
て
、
利
根
川
を
渡

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
関
所
の
番
人
が
旅
人
か
ら
金
品
を

受
け
取
っ
て
女
性
の
通
関
を
見
逃
し
た
り
、

番
人
自
身
が
関
所
抜
け
の
手
引
き
を
し
て
い

た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

中
川
番
所
の
機
能

中
川
番
所
は
寛
文
元
年
（
１
６
６
１
）
か

ら
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
ま
で
の
約
２
０

０
年
間
、
江
戸
と
地
方
を
つ
な
ぐ
通
関
施
設

と
し
て
存
在
し
ま
し
た
（
表
２
）。
こ
こ
で
は
、

江
戸
時
代
の
通
関
制
度
の
中
で
、
中
川
番
所

が
果
た
し
た
役
割
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

中
川
番
所
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
に
、
江

戸
へ
行
き
来
す
る
川
船
の
荷
物
検
査
が
あ
り

ま
し
た
。
江
戸
湾
か
ら
江
戸
へ
入
る
船
は
浦

賀
番
所
、
荒
川
（
隅
田
川
）
筋
は
橋
場
番
所
、

利
根
川
筋
の
船
は
中
川
番
所
で
そ
れ
ぞ
れ
取

り
調
べ
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
硫い

黄お
う

は
鉄
炮
の
火
薬
に
用
い
ら
れ
る

た
め
、
年
間
の
取
引
量
が
決
め
ら
れ
、
厳
重

に
取
り
扱
わ
れ
ま
し
た
。
中
川
番
所
で
は
、

硫
黄
通
行
の
際
に
は
問
屋
名
と
量
を
記
録
し
、

流
通
量
統
制
の
一
端
を
担
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
老
中
水
野
忠
邦
ら
が
行
っ
た
「
天
保
の

改
革
」
の
中
で
、
株
仲
間
解
散
令
が
出
さ
れ
、

自
由
な
売
買
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
中
川
番
所
で
の
取
り
締
ま
り
に
支
障

を
来
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
川
番
と
問
屋
の
ト
ラ
ブ
ル

中
川
番
所
で
は
夜
中
の
通
船
を
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
へ
送
る
生
魚
や
蔬そ

菜さ
い

は
通
船
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
松
戸
町
（
現
在
の
千
葉

県
松
戸
市
）
の
利
倉
屋
源
内
は
、
生
り
節

（
鰹
節
）
を
江
戸
へ
送
る
た
め
、
生
魚
と
偽
っ

て
夜
中
に
積
み
荷
を
通
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、

中
川
番
に
発
見
さ
れ
て
通
行
を
止
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
は
源
内
が
中
川
番
に
謝
っ
て

決
着
し
ま
し
た
が
、
江
戸
の
送
り
先
に
あ
て

た
手
紙
で
は
、
こ
の
日
の
番
人
が
た
ま
た
ま

融
通
の
利
か
な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
源
内
の
手
紙
は
、
中
川
番
所
で
の
取

り
調
べ
や
番
人
の
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
お
り
、

ひ
じ
ょ
う
に
面
白
く
、
か
つ
貴
重
な
史
料
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

江
東
区
で
は
災
害
や
戦
災
の
被
害
で
、
昔

の
よ
う
す
が
わ
か
る
史
料
の
多
く
が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
川
番
所
に
つ
い
て

も
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
や
通
関
の
実
態

は
、
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
埼
玉
県
や
茨
城
県
な
ど
、

区
外
に
あ
る
史
料
な
ど
を
も
と
に
、
関
所
に

お
け
る
具
体
的
な
通
行
の
実
態
に
つ
い
て
深

く
掘
り
下
げ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な

形
で
、
調
査
で
得
た
新
た
な
発
見
を
資
料
館

の
展
示
に
生
か
し
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。（

中
川
船
番
所
資
料
館
　
鈴
木
将
典
）
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できごと� 典拠�
深川番所が中川口へ移転、同日番所高札が掲示�
中川番所通行に関する触れが掲示�
中川番所通行に関する触れが掲示 �
中川番所通行に関する触れが掲示�
川筋御成の節の江戸大火への対応を決定�
江戸から出る鉛の査検を開始�
米の査検開始（出入り量の把握）�
銭荷物の査検を開始（浦賀・中川）�
南部領（現岩手県）から江戸へ入る鉛の査検を開始�
江戸へ入る銅の査検を開始�
奥川筋船積問屋が中川番所へ印鑑の写しを提出�
銭荷物の査検を停止（浦賀・中川）�
硫黄荷物通船量の調査施行（浦賀・関宿・中川）�
武器の通行に関する規定の改定�
古河藩本多氏の荷物が通行�
中川番寄合の際の衣服を決定�
土井氏の古河藩所替に伴い荷物が通過�
夜船通行に関する申合�
鳥見の通関に際しトラブルが発生�
酒の査検を開始（浦賀・中川・橋場）�
江戸の古銅吹所開設に伴い、古銅類の査検を開始�
武器通行に関する板倉周防守の家来からの問い合わせ�
小名木村中川屋清蔵の酒荷物仮送状発行を承認�
松戸村利倉屋生り節荷物をめぐるトラブルが発生�
江戸へ入る上州硫黄が御規定荷物に指定�
仲間解散令に伴い上州硫黄荷物の勝手通行の承認�
番所近辺での船手方の通船改のため夜間入船を禁止�
青物などの夜船通行を従来通り許可�
大名妻子帰国許可令により番所に女子通行の方法が指示�
武器の通行制限が大幅に緩和�
中川番が1名増員され4名で勤役�
中川番に対して勤め方の問い合わせ�
交代寄合3人を中川番に任命�
中川番3人を解任、勘定所による国産会所設置を決定�
明治政府のもと軍務官管轄下で水戸藩士が詰めて査検�
中川番所が廃止�

『徳川禁令考』ほか�
「教令類纂」�
「教令類纂」ほか�
「教令類纂」ほか�
「中川御制札記」�
�
�
�
「中川御制札記」�
�
�
「中川御制札記」�
�
「中川御制札記」�
『古河市史』�
「中川御制札記」�
『古河市史』�
「中川御制札記」�
「柳営日次記」�
『御触書天保集成』�
�
『古事類苑』�
�
『松戸市史』�
「諸問屋再興調」�
『諸問屋再興調』�
『日本財政経済史料』�
�
『徳川禁令考』�
『日本財政経済史料』�
�
『淀稲葉家文書』�
『続徳川実記』�
『続徳川実記』�
�
『東京市史稿』�
�
�
�

※典拠史料のほかに、『中川船番所資料館常設展示図録』、加藤貴「中川番所の機能とその特質」（『
交通史研究』12　1984）、「中川番所の通関制度」（『国立歴史民俗博物館研究報告』67　1996）
、熊井保「中川番所の査検と勤務　－「中川御制札記」の紹介－」（津田秀夫編『近世国家と明治
維新』　三省堂　1989）を参考にした。   

表2 中川番所関係年表
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■
は
じ
め
に

現
代
社
会
に
お
い
て
は
民
俗
と
い
う
も
の

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
民
俗
は
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

数
年
前
区
内
の
皆
さ
ん
か
ら
う
か
が
っ
た

お
話
を
「
江
東
区
の
民
俗
」
と
い
う
形
に
ま

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
訪
ね

す
る
と
「
も
う
少
し
早
く
来
て
く
れ
た
ら
お

話
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
に
」
と
よ
く
い
わ

れ
ま
し
た
。
江
東
区
の
よ
う
に
早
く
に
変
化

を
迎
え
た
地
域
だ
か
ら
と
お
思
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
全
国
の
ど
こ
に
ま
い
り
ま
し
て

も
か
な
り
以
前
か
ら
同
じ
よ
う
な
反
応
に
出

会
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
を
問
わ
ず
私
た
ち

の
暮
ら
し
が
大
き
く
変
化
し
た
、
そ
の
こ
と

が
現
実
の
暮
ら
し
の
中
に
は
も
う
民
俗
と
実

感
で
き
る
も
の
は
な
い
と
い
う
思
い
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
ま
ず
、
民
俗
と
い
う
も
の
が
ど
の

よ
う
な
時
代
に
ど
の
よ
う
な
形
で
私
た
ち
の

前
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
申
し

ま
し
た
が
、
見
え
や
す
い
民
俗
と
し
て
国
や

地
方
公
共
団
体
が
指
定
し
て
お
り
ま
す
「
民

俗
文
化
財
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
誰
の
目
に
も
明
ら
か
と
思
わ
れ

ま
す
民
俗
文
化
財
も
ま
た
時
代
の
中
で
変
化

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
跡
を
た
ど
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
「
民
俗
」
を
積
極
的
に
生
か
そ

う
と
い
う
動
き
が
盛
ん
で
す
。
国
の
政
策
の

中
に
生
か
さ
れ
、
各
地
で
地
域
振
興
の
、
観

光
の
切
り
札
と
し
て
そ
の
活
用
が
叫
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
動
向
も
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
「
民
俗
」
の
発
見

近
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
学
問
が
わ

が
国
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
民
俗
学
は

学
問
と
し
て
形
の
整
え
ら
れ
た
も
の
を
導
入

し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
他
の
学
問
と

成
立
の
基
盤
を
異
に
し
て
お
り
ま
す
。
民
俗

学
が
学
問
的
な
体
系
を
整
え
ま
す
の
は
昭
和

に
入
っ
て
か
ら
で
す
が
、
こ
の
民
俗
学
を
成

立
さ
せ
た
人
と
し
て
柳
や
な
ぎ
田だ

國く
に

男お

の
名
は
ご
存

知
か
と
思
い
ま
す
。

柳
田
は
明
治
８
年
に
生
ま
れ
昭
和
３８
年
に

亡
く
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
文
字
通
り
近
代

を
生
き
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
が
、
そ
の
近
代

に
あ
っ
て
人
々
の
暮
ら
し
は
急
激
な
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
直
面
い
た
し
ま
す
。
そ
う
し
た
変
化
の
中

で
柳
田
は
そ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
普
通

の
人
々
の
く
ら
し
に
目
を
注
ぎ
、
そ
こ
か
ら

従
来
の
歴
史
学
が
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た

普
通
の
人
々
の
歴
史
が
明
ら
か
に
で
き
る
こ

と
、
調
査
し
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
説
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が

人
々
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
答
え
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
従
来
な

か
っ
た
眼ま
な

差ざ

し
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
民
俗
」

の
発
見
を
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
字
と
い
う
形
で
記
録
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
人
々
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
行
為
、
言

説
、
意
識
、
そ
れ
を
柳
田
は
民
間
伝
承
と
呼

ん
で
お
り
ま
す
が
、
全
国
に
同
志
を
募
り
講

習
会
を
開
き
、
国
や
大
学
の
力
を
借
り
ず
に

そ
の
体
系
化
を
図
り
ま
す
。
「
民
俗
学
」
の

誕
生
で
す
。
で
す
か
ら
民
俗
学
は
民
間
学
と

し
て
誕
生
し
、
よ
い
意
味
で
の
ア
マ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
に
基
盤
を
お
い
た
学
問
で
あ
っ
た
と

い
え
る
の
で
す
。

こ
の
民
俗
と
近
代
の
関
わ
り
を
少
し
具
体

的
に
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
江
東
区

の
民
俗
　
城
東
編
』
に
は
出
産
に
つ
い
て
の

聞
き
書
き
と
し
て
「
エ
ナ
は
土
間
の
敷
居
の

下
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
た
」「
エ
ナ
壷
は
雑
貨

屋
や
瀬
戸
物
屋
で
売
っ
て
い
た
」
と
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
エ
ナ
と
は
胎
盤
た
い
ば
ん

の
こ
と
で
、

そ
の
処
理
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
で
す
が
、

大
正
期
に
は
長
屋
に
住
ん
で
い
た
人
が
「
家

主
の
畑
に
埋
め
る
の
を
み
た
」、
戦
後
に
な
る

と
「
エ
ナ
屋
が
も
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
胎

盤
の
処
理
の
習
俗
か
ら
は
か
っ
て
人
々
が
出

産
を
、
子
ど
も
や
命
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
き
た
か
が
う
か
が
え
る
の
で
す
。

胎
内
に
あ
っ
て
子
ど
も
を
守
っ
て
き
た
エ
ナ

（
胎
盤
）
は
子
と
命
運
を
共
に
す
る
大
切
な
も

の
と
し
て
屋
敷
内
の
一
定
の
場
所
に
埋
め
る

も
の
で
し
た
。
男
の
子
な
ら
筆
を
、
女
の
子

な
ら
糸
と
針
な
ど
を
一
緒
に
埋
め
て
そ
の
成

長
を
願
う
と
こ
ろ
も
多
く
、
処
理
を
誤
る
と

子
ど
も
が
不
運
に
み
ま
わ
れ
る
と
さ
れ
た
の



田
ん
ぼ
や
水
路
を
復
活
さ
せ
、
か
つ
て
行
わ

れ
て
い
た
魚
の
つ
か
み
取
り
を
体
験
さ
せ
、

観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
す
る
と
い
っ
た
動

き
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
民
俗
は
有

効
な
資
源
に
な
り
、
活
用
が
は
か
ら
れ
る
も

の
に
な
っ
た
の
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
民
俗
は
必
ず
し
も
伝
統
文
化
と

い
う
価
値
で
く
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
し
、
暮
ら
し
が
変
わ
れ
ば
変
化
す
る

も
の
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
葬
儀
や
正
月
と

い
っ
た
儀
礼
や
行
事
一
つ
を
と
り
ま
し
て
も
、

私
た
ち
は
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
て
形
を
変
え
た
り
、
ま

た
新
た
な
行
事
を
付
け
加
え
た
り
も
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
伝
統
文
化
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
暮
ら
し
の
必
要
か
ら
の
変
化
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
を
現
代
の
民
俗
と
い
っ
て
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
民
俗
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
し
て
現

実
の
暮
ら
し
の
中
で
は
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
民
俗
が
、
文
化
財
、
あ
る
い
は
伝
統
文

化
、
資
源
と
い
う
見
え
や
す
い
姿
で
存
在
感

を
増
し
て
い
る
民
俗
の
今
に
つ
い
て
も
ご
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
民
俗
は
た
と
え
そ
の

形
を
変
え
た
と
し
て
も
今
も
私
た
ち
の
暮
ら

し
へ
の
思
い
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
ま
と
め
に
変
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
記
録
は
１１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
講

演
会
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
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で
す
。
屋
敷
内
に
埋
め
ら
れ
た
の
は
胎
盤
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
産
し
た
子
ど
も
も
、

生
後
間
も
な
く
お
七
夜
や
宮
詣
り
と
い
っ
た

儀
礼
前
に
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
な
ど
も
そ
の

再
生
を
願
っ
て
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
区
内
で
は
大
正
期
に
は
広
い
敷

地
や
土
間
を
持
た
な
い
住
ま
い
や
借
家
な
ど
、

屋
敷
内
に
胎
盤
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
々
が
増
え
、
エ
ナ
を
埋
め
な
く
て
は
と
い

う
意
識
と
、
埋
め
る
場
所
を
も
て
な
い
と
い

う
現
実
の
な
か
で
葛
藤
か
っ
と
う

が
生
ま
れ
ま
す
。
家

主
さ
ん
の
畑
に
埋
め
る
と
い
う
記
述
も
見
え

ま
す
が
、
や
が
て
エ
ナ
屋
と
い
う
専
門
業
者

の
手
に
託
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
市
化
の

早
か
っ
た
深
川
で
は
埋
め
た
と
い
う
習
俗
を

聞
く
こ
と
は
出
来
ず
『
江
東
区
の
民
俗
　
深

川
編
』
に
は
「
壷
に
入
れ
る
。
あ
と
で
エ
ナ

屋
が
集
め
に
来
る
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
変
化
に
拍
車
は
く
し
ゃ

を
か
け
ま
し

た
の
が
法
的
な
規
制
で
、
東
京
都
で
は
明
治

２４
年
屋
敷
内
に
埋
め
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

許
可
を
え
た
業
者
、
す
な
わ
ち
エ
ナ
屋
だ
け

に
限
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
都
市
化
、
法
的
規
制
と
い
う
文

字
通
り
の
近
代
が
長
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
習

俗
を
、
民
俗
を
変
え
て
い
き
ま
す
し
、
そ
の

変
化
も
一
様
で
な
く
地
域
に
よ
り
違
い
が
あ

る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
近
代
化
へ
の
流

れ
に
あ
っ
て
は
人
々
の
子
ど
も
へ
の
思
い
か

ら
の
行
為
も
根
拠
の
な
い
俗
信
と
し
て
、
不

衛
生
な
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

エ
ナ
（
胎
盤
）
の
処
理
な
ど
と
い
う
歴
史

学
を
は
じ
め
と
す
る
学
問
が
一
瞥
い
ち
べ
つ

だ
に
し
な

か
っ
た
暮
ら
し
の
中
の
習
俗
に
目
を
向
け
た

の
が
民
俗
学
で
あ
り
、
目
を
向
け
た
時
に
は

す
で
に
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

■
「
民
俗
文
化
財
」
の
創
出

民
間
の
学
問
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
民

俗
は
戦
後
文
化
財
と
い
う
形
で
公
の
認
め
る

も
の
と
な
り
ま
す
。
昭
和
２５
年
に
施
行
さ
れ

た
「
文
化
財
保
護
法
」
の
中
に
「
民
俗
資
料
」

と
い
う
文
言
が
は
じ
め
て
入
る
の
で
す
。
当

時
民
俗
資
料
に
対
す
る
他
の
分
野
の
人
々
の

意
識
が
「
美
術
品
と
同
列
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
は
困
る
」「
美
術
的
価
値
か
ら
い

え
ば
二
流
、
三
流
以
下
の
が
ら
く
た
」
と
い

っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
画
期
的

な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
が
、
そ

れ
で
も
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
「
有
形
文
化
財
」

の
な
か
の
一
つ
と
し
て
記
述
さ
れ
る
に
止
ま

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
２９
年
の
改
訂
で
「
民
俗
資
料
」
は

「
有
形
資
料
」
か
ら
独
立
し
て
「
無
形
文
化
財
」

「
記
念
物
」
と
並
ぶ
文
化
財
と
な
り
ま
す
。
た

だ
こ
こ
で
「
民
俗
資
料
」
と
さ
れ
た
の
は
有

形
の
も
の
で
あ
り
、
無
形
の
民
俗
に
つ
い
て

は
「
行
事
な
ど
…
…
い
つ
か
消
滅
し
て
い
く

か
も
し
れ
な
い
も
の
は
指
定
す
る
に
は
な
じ

ま
な
い
」
と
し
て
記
録
を
作
成
す
る
も
の
と

さ
れ
た
の
で
す
。

昭
和
５０
年
、「
民
俗
資
料
」
は
晴
れ
て
「
民

俗
文
化
財
」
と
な
り
他
の
文
化
財
と
名
称
の

上
か
ら
も
肩
を
並
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
、
同
時
に
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
も
指
定

の
対
象
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
み
ま

す
。
祭
礼
な
ど
も
含
む
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
に
つ
い
て
は
「
憲
法
の
信
教
の
自
由
に

抵
触
す
る
」
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
わ
が
国
の
伝
統
的
な
精
神
生
活
の
基
盤
た
る

信
仰
儀
礼
等
が
国
家
の
保
護
対
象
に
な
る
道

を
開
く
」
こ
と
を
支
持
す
る
声
に
も
押
さ
れ

改
訂
さ
れ
ま
す
。
今
年
か
ら
は
「
文
化
的
景

観
」
や
「
民
俗
技
術
」
が
文
化
財
に
な
る
な

ど
、
文
化
財
も
ま
た
時
代
の
要
請
を
受
け
て

変
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思

い
ま
す
。

■
「
民
俗
」
の
現
在

は
じ
め
に
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
今
民

俗
が
注
目
を
あ
び
て
お
り
ま
す
。
と
い
い
ま

し
て
も
民
俗
全
般
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
一
部
が
わ
が
国
の
「
伝
統
的
文
化
」
と

し
て
読
み
替
え
ら
れ
、
国
の
政
策
の
中
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
文
化
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に
子
ど
も
に
民
俗

芸
能
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
推す
い

奨
し
ょ
う
さ
れ
、
伝

統
文
化
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
文

化
庁
、
農
林
水
産
庁
、
国
土
省
な
ど
の
連
携

に
よ
る
ふ
る
さ
と
の
再
生
が
進
め
ら
れ
て
も

お
り
ま
す
。
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
例
え
ば
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教
育
委
員
会
は
、
本
年
の
旧
大
石
家
住
宅

特
別
公
開
を
、
文
化
財
保
護
強
調
月
間
期
間

中
の
１０
月
１７
日
〜
２３
日
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
通
常
は
、
土
・
日
・
休
日
の
み
の
公
開

で
す
が
、
こ
の
期
間
は
平
日
も
一
般
公
開
し
、

子
ど
も
の
遊
び
道
具
な
ど
も
用
意
し
ま
し
た
。

ベ
ー
ゴ
マ
・
メ
ン
コ
、
お
手
玉
・
あ
や
と
り

な
ど
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
む
子
ど
も

や
大
人
、
あ
る
い
は
大
人
が
子
ど
も
に
教
え

る
姿
が
見
ら
れ
、
今
回
は
じ
め
て
用
意
し
た

輪
投
げ
で
は
、
多
く
の
親
子
が
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
日
は
学
校
見
学
の
時
間
を
設
け

た
こ
と
で
、
多
く
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
古
民
家
の
由
来
や
特
徴

な
ど
を
聴
き
、
見
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

想
い
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
雨
の
た
め
見
学
が
中
止
に
な

っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
説
明
会
は
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
今
回
は
じ
め
て
の
試
み
と

し
て
、
園
児
を
対
象
と
し
た
お
話
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
民
家
で
、
地
元
に

伝
わ
る
民
話
な
ど
を
聞
く
と
い
う
催
し
で
す
。

お
話
は
区
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、
あ
る

い
は
公
共
施
設
を
中
心
に
活
動
す
る
「
お
は

な
し
パ
レ
ッ
ト
」
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
身
振
り
手
振
り
を
加
え
た
話
術
の
う

ま
さ
は
、
始
ま
る
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
を
掴
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
話
者

と
園
児
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
時
間
が
過

ぎ
、
初
め
て
の
お
話
会
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
見
学
者
の

方
々
も
多
く
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
旧
大
石
家
住
宅
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

旧
大
石
家
住
宅
は
、
区
内
に
た
だ
ひ
と
つ

残
っ
た
江
戸
時
代
の
民
家
で
、
区
指
定
文
化

財
で
す
。
こ
の
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
月
〜
金
曜
ま
で
「
友
の
会
」
の
皆
さ

ん
に
維
持
・
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
日
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
可

能
な
区
内
在
住
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
ま
で

1
３
６
４
７
‐
９
８
１
９

特
別
公
開
報
告�

⑤�

「
江
東
ふ
る
さ
と
歴
史
研
究
」
は
、
区
民

自
身
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
江
東
」
の
歴
史
・

文
化
の
調
査
や
研
究
、
ま
た
歴
史
的
環
境
の

保
全
と
文
化
財
愛
護
活
動
に
関
す
る
活
動
を

奨
励
し
、
本
区
の
将
来
像
「
伝
統
と
未
来
を

結
ぶ
下
町
」
の
実
現
に
向
け
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

６
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
６
本
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
次
の
３
本
が
、

入
選
し
、
本
論
文
集
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
味
読
く
だ
さ
い
。

「
浜
名
湖
の
う
な
ぎ
・
ス
ッ
ポ
ン

―
ル
ー
ツ
は
深
川
千
田
新
田
―
」

「
深
川
・
冬
木
家
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

「
西
舘
孤
清
（
平
馬
）
の
生
涯
」

＊
　
　
＊
　
　
＊

次
回
の
論
文
募
集
は
、
平
成
１９
年
度
に
行

う
予
定
で
す
。
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
地
道
な
調
査
・
研
究
や
文
化
財
愛
護
活
動

の
成
果
を
論
文
に
ま
と
め
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

会
　
期

平
成
１８
年
２
月
１
日
（
水
）
〜
１０
日

（
金
）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
１
日
・
８
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

１０
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。
４
日
・

５
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

会
　
場

江
東
区
役
所
２
階
区
民
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

開
発
が
進
む
江
東
区
は
、
日
々
風
景
が
移

り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
親
し
ん
だ
街
の

様
子
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
、
心
の
記
憶
と
写

真
の
中
だ
け
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

本
展
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
写
真
や

思
い
出
ば
な
し
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
寄
せ
ら
れ
た
方
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
展
示
さ
れ
た
昔
の
写
真
を
見

な
が
ら
、
思
い
出
ば
な
し
に
花
を
咲
か
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

写
真
展「
区
民
が
写
し
た
ふ
る
さ
と
江
東
」

�

写
真
展「
区
民
が
写
し
た
ふ
る
さ
と
江
東
」

お
知
ら
せ�

�

刊
行
し
ま
し
た
！�
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